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からないが、昭和48年11月に設立された東京電力株式

会社の“原子力保健安全センター”は平成8年6月に廃止

された。同じく昭和49年6月に設立された関西電力株式

会社の“原子力保健管理室”は昭和61年6月に廃止。昭

和37年３月設立の京都大学原子炉実験所に“保健物理室”

という組織があったが、最近廃止されたと聞く。これら

の組織はスタッフとしての位置づけであった。

　工業用、医療用で利用される放射線および放射性同位

元素等を管理・監督し、放射線障害を防止し、公共の安

全を確保するために、放射線等を取扱う事業所に、法令

により放射線取扱主任者の選任が義務付けられている。

放射線取扱主任者は組織ではスタッフである。ところが

現状を見れば、スタッフである放射線取扱主任者がライ

ンの仕事もしているところが多い。規模の小さい事業所

にラインとスタッフを設けることは煩雑である。しかし、

公共の安全を確保することを目的とした放射線等を利

用する事業所ではラインとは別に専門家による特別の

スタッフが必要である。　　　　　　　　　　　　　

　放射線取扱主任者同士の相互の情報交換と監督官庁

のパイプラインとして放射線取扱主任者部会が日本アイ

ソトープ協会内に設けられているが、本年4月より“放射

線安全取扱部会”という名称に変更された。もともと放

射線取扱主任者部会とは放射線取扱主任者の共益団体

として組織されたもので、放射線取扱主任者免状所有者

も一緒になり発足した。その後、放射線等の取扱者にも

拡大し、活発に活動が行われるようになった。ところが、

見方を少し変えれば「ひさしを貸して母屋取られる」の

例ではないが、今回の名称変更で、実質的に放射線等を

取扱う人達の部会になってしまったように思う。名称は

非常に重要である。　

　ラインは目先の実質的な業務を行うもので必要不可

欠な組織ではある。これに対してスタッフはなくても業

務は遂行出来る。しかし、非常に複雑な形態を持つ放射

線・原子力の事業所では、業務を優先するラインだけで

は、問題が生じやすい。将来を見通し、総合的に物事を

考え、ラインを補佐し、意見を述べることの出来るスタ

ッフが必要である。　

　保健物理と放射線管理の定義は人によって違ってい

るが、私なりの解釈をすれば、保健物理とは原子力発電

所より発生する放射線および放射性物質から人および

環境の安全を確保する職業で、この場合の人には一般大

衆も含まれている。これに対して放射線管理とは原子力

発電所内で作業をする人達の放射線に対する安全確保

を行う職業である。組織形態では放射線管理はラインで、

保健物理はスタッフに相当する。ラインは業務の遂行に

直接係わる、階層化された、ピラミッド型の命令系統を

持った組織である。これに対してスタッフは専門家とし

ての立場からラインの業務を補佐するが、ラインへの命

令権を持たない。これら組織の欠点は両者のバランスが

難しく、互いの職務に対する介入や対立を招きやすいこ

とである。

　ラインおよびスタッフという組織は元来、軍隊で用い

られていたもので、軍隊ではスタッフのことを参謀と言

う。参謀と言えば、思い出すのは日本海海戦の連合艦隊

司令長官東郷平八郎の名参謀と言われた秋山真之で、日

本海開戦で彼の功績は非常に大きかった。そのなかでも

「本日天気晴朗なれど波高し、皇国の興廃この一戦に在

り、各員一層奮励努力せよ」の言葉が気にいっている。

天気晴朗なりは敵、味方共に有利である、しかし波高し

は日本海の荒波で訓練してきた日本軍に有利である。頑

張ろうという激励を人を引き付ける言葉で全員に伝達

し、士気高揚につなげたと思う。今日の日本にこのよう

な参謀はいるだろうか。

　ラインとスタッフはバランスの上に成り立っている。

組織が硬直化し、効率が優先されるようになればスタッ

フは不必要な存在として扱われる。そのため、本音はわ
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　平成23年度（平成23年4月～平成24年3月）の当社ク

イクセルバッジサービスによる被ばく線量の集計を機関

別・職種別にまとめました。また、昨年に引き続き、クイ

クセルバッジの着用終了日からバッジをご返却いただく

までの経過月数について、報告いたします。

　平成23年度中に、当社の測定サービスを1回でも受け

られた196,400名のデータを対象とし、実効線量につい

て集計しました。集計には着用期間が平成23年4月1日

～平成24年3月31日で平成24年6月30日までに当社へご

返却いただいたバッジを対象としました。

　なお、最小検出限界未満の線量を表す「検出せず」は、

年間被ばく線量を0mSvとして計算してあります。

【機関別個人被ばく線量の集計結果】
　機関別の被ばく集計は、昨年度までは医療機関、一般

工業、非破壊（検査）、研究教育の4つに分類しておりま

したが、平成23年度より医療機関を一般医療、歯科医療、

動物医に分け、計6つの機関に分類して集計しました。

　平成23年度における各機関の個人被ばく線量の人数

分布を表1に示します。年間平均被ばく線量は集計対象

者平均で0.369mSvでした。今回3つに分類した医療機

関について見ますと、一般医療の集計対象人数は134,916

名で平均線量は0.520mSv、歯科医療は集計対象人数

2,242名で平均線量は0.046mSv、動物医は集計対象人

数5,596名で平均線量は0.052mSvでした。

　図1は、機関別の個人被ばく線量の分布を示しています。

集計対象者のうち、76%の人が年間被ばく線量は「検出

せず」でした。非破壊では「検出せず」の人が56％、医療

機関では67%であるのに対し、一般工業で95%、研究教

育機関では97%の人が検出せずとなっています。また、

全体の0.13%が20mSv超で、全て一般医療の方でした。

　図2は、過去10年における機関別の年間平均個人被ば

く線量の推移を表したものです。機関別では10年間変わ

ることなく非破壊が最も高く、次いで一般医療、動物医、

歯科医療、一般工業、研究教育機関と続きます。前年度

に比べると平均線量は全機関で年間0.012mSv高くなり

ました。（注：医療機関のうち一般医療の着用者数が歯科医療や動

物医に比べ圧倒的に多いので、平成22年度までの医療機関と平成

23年度の一般医療を結んであります。）

【職種別個人被ばく線量の集計結果】
　図3は、職種別及び男女別の平均個人被ばく線量です。

 表1

一 般 医 療

歯 科 医 療

動　物　医

一 般 工 業

非　破　壊

研 究 教 育

全　機　関

機　関　名 平均線量
（mSv） 検出せず 0.1mSv～

1.0mSv
1.1mSv～
5.0mSv

 5.1mSv～
10.0mSv

10.1mSv～
15.0mSv

15.1mSv～
20.0mSv

20.1mSv～
25.0mSv

25.1mSv～
50.0mSv 50.1mSv～ 合計人数

0.520

0.046

0.052

0.043

0.611

0.015

0.369

90,388

2,082

5,153

25,847

280

25,086

148,836

29,243

133

373

1,119

138

718

31,724

12,208

25

64

255

71

76

12,699

2,062

1

1

33

9

6

2,112

535

0

3

2

1

1

542

234

1

2

2

1

1

241

99

0

0

0

0

0

99

131

0

0

0

0

0

131

16

0

0

0

0

0

16

134,916

2,242

5,596

27,258

500

25,888

196,400

（機  関  名）

検出せず 0.1mSv～
1.0mSv

1.1mSv～
5.0mSv

 5.1mSv～
10.0mSv

10.1mSv～
15.0mSv

15.1mSv～
20.0mSv

20.1mSv～
25.0mSv

25.1mSv～
50.0mSv 50.1mSv～

0 6050 70 80 90 100%

67.00 21.67 9.05 1.53
0.40

一  般  医  療
平均0.520mSv

歯  科  医  療
平均0.046mSv

動　  物　  医
平均0.052mSv

一  般  工  業
平均0.043mSv

非　  破  　壊
平均0.611mSv

92.86 5.93

92.08 6.67

94.82 4.11

27.6056.00 14.20 1.80

0.94

1.14

0.07
0.10
0.01

1.12
0.04
0.04

0.02
0.05
0.04

0.12
0.01
0.01

0.29
0.02

0.20
0.20

研  究  教  育
平均0.015mSv

全　  機  　関
平均0.369mSv

96.90 2.77

75.78 16.15 6.47
1.08

0.28

0.12
0.05
0.07
0.01

0.17

 図1 平成23年度  機関別年間被ばく線量分布（数字：％）

平成23年度  機関別年間個人被ばく線量人数分布（単位：人）

個人被ばく線量平成23年度

個人被ばく線量の集計対象
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被ばくが最も高い職種は、男女とも診療放射線技師（以下、

「技師」と略す）となっており、被ばく線量は男女平均で

1.33mSvで、逆に最も被ばく線量が低かった職種は工員

で被ばく線量は男女平均で0.01mSvでした。全職種の男

女別平均被ばく線量は男性が集計対象人数122,724名で

0.48mSvで、女性が73,676名で0.19mSvでした。

【クイクセルバッジ返却経過月数】　
　図４は、バッジの着用終了日からご返却までの経過日

数を月単位で示したものです。着用終了日から当社に届

くまでの経過月数を平成23年1月～3月着用分、4月～6月

着用分、7月～ 9月着用分と10月～12月分について各々合

算し、グラフにしました。着用終了日から6ヶ月経過した

時点で未返却のバッジは全て6ヶ月以上としました。被

ばく集計は平成23年4月1日～平成24年3月31日の着用バ

ッジを対象としましたが、返却経過月数の集計では平成

24年1月～3月着用分は着用終了日より6ヶ月以上経過し

ていないことから、平成23年1月～ 3月着用分を対象とし

ました。

　これを見ると、着用月に関わらず、約90%のバッジが

１ヶ月以内に返却されています。一方、着用終了後6ヶ

月を過ぎてもご返却いただけないバッジが0.1～ 0.4%

あります。

　クイクセルバッジは製造してから測定するまで自然放

射線を積算し続けます。返却が遅れたり、コントロール

バッジと一緒にご返却いただけないと正確な被ばく量を

算出できないことがあります。着用が終了したバッジは

速やかにご返却いただきますようお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　   （技術室　関口 寛）
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　キリスト教の諸聖人の「万聖節」11/1の前夜（10/31）に

行なわれる祭りで、語源は「諸聖人の祝日の前夜」を意味す

る「All Hallows’Eve」がHallowseveと訛ってHalloween

となったようです。

　古代ケルト人の秋の収穫感謝祭に起源があると言われ、

10/31が1年の終わりと定め、この夜には死者の霊が訪ね

たり、悪霊が降り作物を荒らすと信じられていたことから、

秋の収穫を祝い悪霊を追い出す祭りが行われるようになり、

その後キリスト教に取り入れられ、現在のハロウィン行事と

なりました。ハロウィンにかかせない「Jack-o’- lantern」は、

カボチャをくり抜いて顔を作った中にローソクをたてた提

灯で、死者を導いたり、悪霊を追い払うための焚き火に由

来すると言われ、日本のお盆の「迎え

火、送り火」に近いものがあります。

また、仮装した子供たちが「trick or 

treat（お菓子をくれないと悪戯する

ぞ）」と言って近所の家からお菓子を

もらう由来は、農民が祭り用の食料を

もらって歩いたさまを真似したものと

言われています。　    （神田 みゆき）

■当社へのお問い合わせ、ご連絡は

本社 Tel.029-839-3322  Fax.029-836-8441

大阪 Tel.06-6535-2675  Fax.06-6541-0931
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　日々の仕事や生活

の中で、自分の今行

っている仕事がどの

ように人間社会に役

立っているのかを深く考えていないこと

も多いかと思います。私もその一人です。

人間にはそれぞれ全うすべき使命がある

と思いますが、実際においては、人それ

ぞれの使命は多岐に渡り、その人間の置

かれている立場や状況により、内容は変

わってきます。トップコラムの辻本先生

のお話でもあったように、放射線の分野

でも、何も問題が起きていない平穏な状

態では、実際の業務を行う人（ライン）だ

けで十分運用できます。しかし、問題が

起きると、専門家（スタッフ）の人が多数

必要になります。今は日本として、放射

線分野のスタッフが必要な時期になって

います。今後のスタッフの方の活躍に期

待します。　　　　　　　　（八木 信行）

コントロールバッジについて
お   願  い

カ
ス
タ
マ
ー
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　コントロールバッジは、個人用バッジの自

然放射線による影響分を差し引き、放射線業

務上の正味の被ばく線量を正確に算出するた

めに用いるバッジです。

　自然放射線は地域や季節などにより変動し

ますので、正確な個人被ばく量を報告するた

めにはそれぞれの事業所に置かれたコントロ

ールバッジが必要となります。

　必ず同一着用期間のコントロールバッジと

個人用バッジを一緒にご返却くださいますよ

うお願い申し上げます。

　※コントロールバッジが返却されていない

場合、当社基準を採用し個人の被ばく線量を

算出いたします。

－ ＝

コントロール用
バッジの値

被ばく線量の値

個人用バッジの値

ハロウィン

　電子科学研究所では、これまで第2種・第3種放

射線取扱主任者講習（資格講習）を行なってきまし

たが、第１種資格講習についても関西地区での開催

要望が多く、平成24年度より大阪で実施されており

ますので、皆様ぜひご利用ください。

　なお、資格別の実施場所は下記のとおりです。

　　　　　　　　　　　記

 1. 第1種資格講習機関

　 日本アイソトープ協会、日本原子力研究開発機構、

　 電子科学研究所

 2. 第2種資格講習機関

　 原子力安全技術センター、電子科学研究所

 3. 第3種資格講習機関

　 日本アイソトープ協会、日本原子力研究開発機構、

　原子力安全技術センター、電子科学研究所

お問い合わせ：

（財）電子科学研究所（登録資格講習機関）辻本 忠

Tel : 06-6262-2410　　

E-mail : tsujimoto@esi.or.jp

第1種放射線取扱主任者講習機関が
関西に設立されました


